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の
運
用
管
理
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
開

始
か
ら
長
期
間
に
渡
る
保
守
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
担
当
し
て
い
る
。

　
「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
っ
た
ら
、
何
か
あ
っ
て
も

止
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
一
方

で
事
故
な
ど
何
も
起
こ
ら
な
く
て

当
た
り
前
。
非
常
に
日
本
的
で
す

が
、
お
客
様
と
長
い
お
付
き
合
い

が
で
き
る
理
由
は
『
信
頼
』
で
す
」

（
同
氏
）

　

日
本
の
Ｉ
Ｔ
市
場
は
７
～
８
割

が
シ
ス
テ
ム
の
保
守
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
多
く
の
企
業
は
古
い
シ

ス
テ
ム
を
長
く
使
い
、
Ｉ
Ｔ
関
連

の
費
用
の
多
く
を
保
守
に
使
う
た

め
に
、
新
規
投
資
に
回
っ
て
い
か

な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
舩
越
社
長
は
、

「
Ｉ
Ｔ
産
業
全
体
に
占
め
る
保
守

の
比
率
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
保
守
は
な
く
な
ら
な
い
」
と

考
え
て
い
る
。

　
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
か
ら
橋

が
落
ち
な
い
の
と
同
じ
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
世
界
も
保
守
を
し

な
い
と
サ
イ
バ
ー
空
間
は
守
れ
ま

せ
ん
。
金
融
機
関
が
シ
ス
テ
ム
を

更
新
す
る
際
は
保
守
メ
ン
テ
を
し

な
が
ら
新
し
い
も
の
と
入
れ
替
え

る
の
で
あ
り
、
保
守
が
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
て
い
る
」（
同
氏
）

　

た
だ
し
今
後
は
シ
ス
テ
ム
の
高

度
化
等
に
伴
い
、
保
守
の
要
件
が

変
わ
っ
て
い
く
と
予
測
す
る
。

　
「
今
後
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や

自
動
化
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
等
、
人

で
や
ら
な
い
保
守
が
出
て
き
ま
す
。

お
そ
ら
く
判
断
業
務
の
保
守
を
人

間
が
や
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

少
子
化
の
日
本
に
と
っ
て
は
チ
ャ

ン
ス
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
Ａ

Ｉ
等
を
活
用
し
な
が
ら
中
身
を
変

え
て
い
く
。
で
も
保
守
は
な
く
な

ら
な
い
」（
同
氏
）

　

配
当
は
５
期
連
続
で
増
配

し
、
今
期
は
40
円
で
据
え
置
く
計

画
。
配
当
性
向
は
70
・
４
％
と
極

め
て
高
い
。
「
当
社
は
社
員
還
元

と
株
主
還
元
を
基
本
と
し
て
い
る
。

株
主
優
待
は
や
り
ま
せ
ん
。
継
続

的
安
定
的
を
基
本
に
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
」

（
同
氏
）

　

同
社
は
、
シ
ス
テ
ム
運
営
管

理
・
保
守
を
主
事
業
と
し
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
開
発
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
、
米
国
、

中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
国
内
外
合
わ
せ
て
12
拠
点

で
事
業
展
開
し
て
い
る
。

　

現
在
、
中
期
経
営
計
画
「
Ｉ
―

ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
50
」
を
推
進
。
今

期
（
２
０
１
９
年
３
月
期
）
は
同

計
画
の
最
終
年
度
に
当
た
り
、
売

上
高
２
６
３
億
円
、
営
業
利
益

14
億
８
０
０
０
万
円
、
営
業
利
益

率
５
・
６
％
を
目
標
に
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
売

上
高
７
期
連
続
の
増
収
、
営
業
利

益
６
期
連
続
の
増
益
と
な
る
。

　

業
績
好
調
の
背
景
を
売
上
の
面

か
ら
見
て
い
く
と
、
今
期
に
お
い

て
は
、
今
年
１
月
に
子
会
社
化
し

た
シ
ス
テ
ム
会
社
の
フ
ェ
ス
の
売

上
が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
が
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
戦
略
と
呼
ぶ
独

自
の
営
業
活
動
を
地
道
に
積
み
上

げ
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｏ
と
は
ビ
ジ
ネ

ス
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
略
称
。
横
串
の
組

織
連
携
に
よ
っ
て
、
１
つ
の
顧
客

に
対
し
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
営
業
戦
略
で
あ
り
、
結
果
と

し
て
案
件
が
大
型
化
し
６
期
と
い

う
長
期
の
連
続
増
収
を
果
た
し
て

い
る
。

　
「
縦
割
り
組
織
に
は
限
界
が
あ

る
。
横
切
り
の
営
業
活
動
に
よ
っ

て
、
今
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
知
識

を
組
み
合
わ
せ
て
お
客
様
に
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
、
高
度
化
し
て

い
く
大
型
案
件
に
も
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」（
舩
越
真
樹
社
長
）

　

同
社
は
メ
ガ
バ
ン
ク
を
始
め
と

す
る
大
手
企
業
と
直
接
契
約
を
し

て
い
る
の
が
強
み
。
サ
ー
ビ
ス
の
中

心
は
顧
客
企
業
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
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Ａ
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